
江田 島市 定 住促 進奨 学金 返 還支 援事 業補 助 金交 付要 綱  

平成 ３０ 年 ９月 ３ 日  

（趣 旨）  

第 １ 条  子 育 て 世 代 の 負 担 軽 減 及 び Ｕ Ｉ Ｊ タ ー ン に よ る 移 住 促 進

を図 ると と もに ，子育 て しや す い環 境づ く り及 び定 住促 進 に寄 与

する ため ，予 算 の範 囲内 に おい て奨 学金 の 返還 の一 部を 江 田島 市

定住 促進 奨 学金 返還 支援 事 業補 助金（ 以 下「補 助 金」と い う。）と

して 交付 す るこ とに 関し ，江 田 島市 補助 金 等交 付規 則（ 平成 １ ６

年江 田島 市 規則 第５ ０号 ）に 定 める もの の ほか ，必 要な 事項 を 定

める もの と する 。  

（交 付対 象 とな る奨 学金 ）  

第２ 条  補 助金 の交 付の 対 象と なる 奨学 金 は ，次の 各号 の いず れか

に該 当す る もの とす る。  

(１ )  江 田 島市 奨学 金貸 付 条例（平 成 １６ 年江 田島 市条 例 第７ ４

号） 第１ 条 に規 定す る江 田 島市 奨学 金  

(２ )  日 本 学生 支援 機構 第 一種 奨学 金  

(３ )  日 本 学生 支援 機構 第 二種 奨学 金  

(４ )  前 ３ 号の ほか ，市 長 が認 める 奨学 金（そ の性 質か ら 奨学 金

に類 する も のを 含む 。）  

（交 付対 象 者）  

第３ 条  補 助金 の交 付の 対 象と なる 者は ，次 の 各号 の全 て に該 当す

る者 とす る 。  

(１ )  本 市 に住 民登 録が あ り，かつ ，現 に本 市 に居 住し て いる 者  

(２ )  大 学，短 期大 学，専修 学 校（ 専門 課程 に 限る 。）又 は 高等 学

校に 進学 し ，在 学中 に前 条 各号 の奨 学金 の 貸与 を受 けた 者  

(３ )  平 成 ２ ９ 年 ４ 月 以 降 に 奨 学 金 の 返 還 を 開 始 し た 者 又 は 同

月に 返還 を 行っ てい る者  

(４ )  月 賦 ， 半 年 賦 ， 年 賦 又 は 一 括 償 還 に よ り 奨 学 金 の 返 還 を  

行っ てい る 者  

(５ )  市 税 ，市 の各 種徴 収 金等 を滞 納し て いな い者  



(６ )  江 田 島 市 暴 力 団 排 除 条 例 （ 平 成 ２ ３ 年 江 田 島 市 条 例 第 １  

号 ） 第 ２ 条 第 ３ 号 に 規 定 す る 暴 力 団 員 等 と 密 接 な 関 係 に な い

者  

（補 助金 の 額等 ）  

第４ 条  補 助金 の額 は ，次 に掲 げ るも の の う ち，最 も低 い額 と する 。

この 場合 に おい て，当 該 最も 低 い額 に千 円 未満 の端 数が 生 じた と

きは ，こ れ を切 り捨 てる も のと する 。  

(１ )  前 年 度中 に返 還し た 奨学 金の 額（ 以 下「 返 還金 額」と いう。）。

ただ し ，転 入に より 補助 金 の交 付を 受け る 年に おい て本 市 に

居住 した 期 間が １年 に満 た ない 場合 は ，当 該居 住を 始め た 日

の属 する 月 の翌 月か ら を 補 助対 象と して 算 定し ，返 還 金額 を

居住 月数 で 按
あん

分し た額 とす る 。  

(２ )  貸 与 総額 を貸 与年 数 の３ 倍の 年数 で 除し た額  

(３ )  補 助 金限 度額  ２ ０ 万円  

２  補助 金 の交 付の 対象 期 間は ，貸 与期 間 の３ 倍と する 。  

（交 付申 請 及び 交付 決定 ）  

第５ 条  補 助金 の交 付を 受 けよ うと する 者（以 下「 交 付申 請者 」と

いう 。）は ，毎 年 １月 末日 ま でに ，定住 促進 奨 学金 返還 支援 事 業補

助金 交付 申 請書（様 式 第１ 号 ）に次 に掲 げ る書 類を 添え て ，提 出

しな けれ ば なら ない 。  

(１ )  交 付 申請 額の 算出 基 礎（ 様式 第２ 号 ）  

(２ )  奨 学 金貸 与機 関が 発 行す る奨 学金 貸 与を 証す る書 類（第 ２

条第 １号 を 除く 。）  

(３ )  奨 学 金を 返還 して い るこ とを 証す る 書類（第 ２ 条第 １号 を

除く 。）  

(４ )  現 住 所を 証す る書 類  

(５ )  返 還 金額 を証 する 書 類（ 領収 書， 通 帳等 の写 し）  

(６ )  市 税 等を 滞納 して い ない 旨の 証明 書（転 入の 場合 は ，前 住

所地 のも の ）  

２  市長 は，前 項の 交付 申 請書 の提 出が あ った とき は，その 内 容を



審査 し て 補 助金 の交 付の 可 否を 決定 し ，定住 促 進奨 学金 返 還支 援

事業 補助 金 交付（不 交付 ）決定 通知 書（ 様 式第 ３号 ）に よ り，速

やか に交 付 申請 者に 通知 す るも のと する 。  

 （ 交付 請 求）  

第６ 条  前 条第 ２項 の 規 定 によ り補 助金 の 交付 決定 を受 け た者（ 以

下「交 付 決定 者」とい う。）は，定 住促 進奨 学 金返 還支 援事 業 補助

金交 付請 求 書（ 様式 第４ 号 ）に より ，市長 に請 求 し なけ れ ばな ら

ない 。  

（補 助金 の 交付 ）  

第７ 条  市 長は ，前 条の 交付 請 求書 が提 出 され たと きは ，速 や かに

当該 交付 決 定者 に 補 助金 を 交付 する もの と する 。  

（交 付決 定 の取 消し 及び 補 助金 の返 還）  

第８ 条  市 長は ，交付 決定 者 が 虚偽 の申 請 その 他不 正の 行 為に よっ

て補 助金 の 交付 を受 けた と 認め られ ると き は，補助 金の 交 付決 定

を取 り消 し，定 住促 進奨 学 金返 還支 援事 業 補助 金返 還命 令 書（ 様

式第 ５ 号 ）に よ り ，期限 を定 め て補 助金 の 全部 又は 一部 の 返還 を

命じ るこ と がで きる 。  

（補 則）  

第９ 条  こ の要 綱に 定め る もの のほ か，必要 な 事項 は，市長 が 別に

定め る。  

附  則  

この 要綱 は，平 成３ ０年 ９ 月３ 日か ら施 行 し，平成 ３０ 年 度予 算

に係 る補 助 金か ら 適 用す る 。  

 


